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北
支
で
生
ま
れ
た
長
女
も
六
十
歳
に
も
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
今
思
え
ば
人
生
は
浦
島
太
郎
の
よ
う
だ
。
私
は
八

十
五
歳
に
も
な
る
。
今
は
一
人
で
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し

て
い
る
。
時
々
孫
達
が
来
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し

み
だ
。
今
年
の
暮
に
は
横
浜
に
い
る
末
の
子
、
明
彦
が
来

る
事
に
な
っ
て
お
り
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。 

満
州
戦
線 

 
 
 

終
戦
時
の 

〝
ど
さ
く
さ
〟 

福
井
県 

 

矢 

部 
 

 

悎 
 

 

（
旧
姓 

安
田
） 

  

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
福
井
の
山
奥
で
、
分
水
嶺
か

ら
日
本
海
に
注
ぐ
暴
れ
荒
河
と
い
わ
れ
た
「
九
頭
竜
川
」

の
上
流
で
す
。
日
本
列
島
も
太
平
洋
側
は
気
候
温
暖
で
地

味
豊
饒
で
す
が
、
反
面
、
裏
日
本
は
日
本
海
に
向
か
い
、

特
に
冬
期
は
雨
天
が
多
く
、
シ
ベ
リ
ア
嵐
が
真
正
面
に
来

ま
す
。
こ
う
い
う
地
方
の
山
間
僻
地
で
育
っ
た
人
間
は
、

い
か
に
苦
し
く
、
ま
た
貧
し
く
と
も
辛
抱
強
く
、
忍
耐
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
。 

 

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
、
下
宇
坂
村
の
宇
坂
大
谷
で
、

部
落
の
戸
数
は
五
十
軒
で
す
。
す
べ
て
善
人
で
人
情
味
豊

か
な
所
で
、
農
業
、
林
業
と
養
蚕
等
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た
。 

 
私
の
家
族
は
、
両
親
の
元
に
八
人
兄
弟
姉
妹
の
十
人
で
、
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私
は
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
活
程
度
は
、
ま
あ

中
位
で
し
た
。
学
校
も
小
学
校
の
義
務
教
育
修
了
後
高
等

科
を
二
年
就
学
し
て
、
さ
ら
に
勉
学
を
志
し
「
旧
制
工
業

専
門
学
校
」
を
受
験
、
合
格
通
知
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
両
親
の
労
苦
を
思
い
、
弟
妹
の
多
い
家
族
の
中
で
、
自

分
一
人
の
た
め
に
勉
学
費
の
支
出
は
不
可
能
と
思
っ
て
進

学
を
断
念
し
ま
し
た
。
そ
し
て
福
井
の
酒
井
織
物
会
社
へ

就
職
し
ま
し
た
。 

 

当
地
方
は
生
糸
の
生
産
地
で
「
絹
織
物
」
会
社
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
で
人
造
絹
糸
の
製
品
が
多

く
な
り
、
会
社
も
人
絹
工
場
で
し
た
。
若
い
男
も
女
も
働

く
場
が
少
な
く
、
私
も
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と
思
っ
て

「
大
陸
へ
雄
飛
」
を
心
に
秘
め
て
、
満
州
鉄
道
株
式
会
社

（
満
鉄
）
の
工
員
募
集
に
応
じ
ま
し
た
。
福
井
の
町
で
六

十
人
程
度
の
受
験
者
で
「
五
人
合
格
」
で
し
た
。
晴
れ
て

南
満
州
鉄
道
の
社
員
と
し
て
渡
満
す
る
に
当
た
り
「
支
度

金
、
二
百
円
支
給
」
で
大
変
吃
驚
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
大

金
見
た
事
無
し
で
す
。 

 

 

南
満
州
は
当
時
の
中
国
大
陸
有
数
の
重
工
業
地
帯
で
、

ま
す
ま
す
発
展
す
る
地
で
し
た
。
身
分
は
満
州
鉄
道
会
社

の
社
員
で
す
が
、
一
年
間
の
研
修
が
朝
鮮
の
龍
山
で
あ
り
、

朝
鮮
鉄
道
（
鮮
鉄
と
言
う
）
で
一
年
間
は
必
修
科
目
の
勉

強
で
し
た
。
勉
学
の
途
中
に
て
「
法
定
伝
染
病
、
赤
痢
」

に
罹
病
し
、
吐
血
の
上
に
肉
体
が
衰
弱
し
た
た
め
に
、
余

儀
無
く
内
地
に
帰
っ
て
自
宅
療
養
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、

一
年
後
に
復
職
し
ま
し
た
。
満
鉄
の
自
動
車
部
門
の
同
和

自
動
車
で
研
修
錬
磨
せ
よ
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
一

般
業
務
で
元
気
に
働
い
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
七
月
、
徴
兵
検
査
は
、
現

地
の
満
州
奉
天
で
受
験
指
令
が
あ
り
、
甲
種
合
格
を
申
し

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

翌
昭
和
十
八
年
一
月
十
日
、
現
地
入
隊
せ
よ
と
の
命
令

書
が
来
ま
し
た
。
歩
兵
第
九
十
連
隊
第
一
大
隊
第
一
歩
兵

砲
小
隊
で
し
た
。
所
は
興
安
北
省
「
い
る
せ
」
で
す
。
荒

漠
た
る
原
野
の
中
に
一
つ
ポ
ツ
ン
と
小
さ
な
建
物
が
あ
り
、

こ
れ
が
衛
兵
分
哨
で
し
た
。
兵
舎
は
半
地
下
で
冬
期
の
暖

房
用
の
ペ
ー
チ
カ
の
煙
突
が
見
え
る
だ
け
で
す
。
自
分
達
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は
教
育
隊
で
し
た
の
で
非
常
に
厳
し
い
訓
練
を
受
け
ま
し

た
。
第
一
期
の
検
閲
修
了
ま
で
は
、
起
床
か
ら
夜
の
消
灯

ま
で
、
少
し
の
休
憩
も
な
く
鍛
錬
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
自
分
は
人
絹
工
場
に
二
年
半
勤
務
し
て
い
た
頃
に
青
年

学
校
に
通
学
し
て
い
た
お
蔭
で
「
軍
人
勅
諭
」
を
は
じ
め

各
兵
科
教
本
等
を
充
分
に
頭
に
入
れ
て
い
ま
し
た
の
で
す

べ
て
、
他
人
よ
り
優
位
に
で
き
、
教
官
か
ら
も
「
良
く
や

る
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。 

 

と
に
か
く
、
六
十
年
以
前
の
古
い
昔
の
こ
と
で
す
。
忘

れ
た
こ
と
が
多
く
、
概
略
が
頭
の
中
に
あ
る
だ
け
で
、
特

別
に
思
っ
た
こ
と
は
「
軍
隊
は
階
級
社
会
也
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
一
日
で
も
早
く
上
級
位
に
な
る
こ
と
が
肝
要

と
思
い
日
々
精
進
し
ま
し
た
。 

 

第
一
期
検
閲
修
了
後
に
、
幹
部
候
補
生
と
下
士
官
候
補

生
の
志
望
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
幹
候
は
旧
制
中
学

卒
業
同
等
以
上
の
学
歴
者
で
す
。
自
分
達
高
等
科
や
青
年

学
校
卒
業
者
は
下
士
官
候
補
で
し
た
。
受
験
に
合
格
し
て

阿
爾
山
基
地
部
隊
（
昭
和
十
四
年
五
月
、
日
本
と
ソ
連
邦

と
の
間
に
紛
争
の
あ
っ
た
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
の
南
東
二
〇

〇
キ
ロ
の
地
点
）
で
す
。 

  

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
九
日
、
南
満
州
関
東
州
界
を
通

過
し
て
翌
日
二
十
日
、
旅
順
の
関
東
軍
第
一
下
士
官
候
補

者
隊
へ
入
隊
（
因
に
ハ
ル
ピ
ン
は
第
二
下
士
官
候
補
者
隊

で
す
）
し
ま
し
た
。
立
派
な
赤
煉
瓦
で
壁
の
厚
さ
が
五
〇

セ
ン
チ
も
あ
る
二
階
建
て
の
兵
舎
で
し
た
。
諸
設
備
が
国

境
方
面
の
部
隊
兵
営
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
各

歩
兵
科
連
隊
か
ら
優
秀
な
軍
人
が
選
抜
さ
れ
た
試
験
合
格

者
揃
い
で
す
。
負
け
じ
魂
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

兵
要
措
置
で
自
分
は
歩
兵
科
で
す
が
、
他
兵
科
・
即
ち

「
歩
騎
砲
工
輜
重
か
ら
通
信
・
制
毒
・
給
水
・
衛
生
・
等
々
」

も
微
に
入
り
細
に
わ
た
り
勉
学
を
受
け
、
ま
た
少
し
の
時

間
で
も
教
義
無
い
時
に
は
銃
剣
術
で
汗
を
流
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
五
日
、
関
東
軍
第
一
下
士
官
候
補
者

隊
、
全
課
程
を
優
秀
な
成
績
に
て
修
了
し
、
阿
爾
山
境
界

通
過
、
原
隊
に
復
帰
し
ま
し
た
。 

 
即
ち
七
月
十
九
日
よ
り
、
師
団
下
士
官
集
合
教
育
の
た
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め
に
満
州
第
十
八
部
隊
へ
編
入
さ
れ
、
三
カ
月
間
の
全
兵

科
の
新
任
下
士
官
教
育
が
あ
り
ま
し
た
。
関
東
軍
の
基
幹

と
な
り
、
そ
の
精
神
力
と
体
力
に
て
全
軍
の
鑑
と
な
れ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

同
年
十
二
月
、
原
隊
よ
り
二
十
人
の
兵
を
引
率
し
、
国

境
前
線
基
地
の
蘇
丘
警
備
隊
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
即
、

任
地
に
赴
き
ま
し
た
。
国
境
線
は
一
〇
キ
ロ
位
の
所
で
す
。

双
眼
鏡
で
は
明
瞭
に
ソ
連
領
が
見
え
、
兵
士
の
行
動
が
手

に
取
る
が
ご
と
く
判
り
ま
す
。
こ
の
冬
は
特
に
寒
か
っ
た
。

入
浴
は
無
し
、
髪
や
髭
は
延
び
放
題
、
洗
濯
は
褌
、
肌
着

（
じ
ば
ん
）
袴
下
（
股
引
）
を
適
当
に
行
い
ま
し
た
。 

 

寒
さ
は
零
下
三
〇
度
か
ら
四
〇
度
に
も
な
る
が
、
空
気

が
非
常
に
乾
燥
し
て
い
る
の
で
洗
濯
物
は
す
ぐ
乾
い
た
。

春
に
な
っ
て
平
原
が
緑
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
僅
か
十

日
程
で
一
メ
ー
ト
ル
位
に
伸
び
る
。 

 

そ
う
し
た
時
だ
っ
た
。
騎
馬
部
隊
の
一
個
中
隊
が
来
ま

し
た
。
中
隊
長
の
説
明
に
よ
る
と
「
近
く
の
村
、
約
二
百

軒
が
馬
賊
の
巣
窟
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
討
伐
実
施
。

村
長
に
説
明
す
る
に
は
い
か
な
る
方
法
を
取
る
の
か
、

「
見
学
せ
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

一
種
の
熱
病
が
発
生
し
た
「
ペ
ス
ト
菌
」
で
あ
る
。
近

隣
へ
伝
染
す
る
怖
れ
あ
り
。
野
鼠
に
よ
る
伝
染
で
あ
る
た

め
に
「
全
村
民
の
避
難
を
命
じ
る
」
と
い
う
こ
と
で
家
の

周
囲
に
高
粱
を
積
み
重
ね
て
、
放
火
し
て
全
家
屋
を
焼
き

払
っ
た
。
そ
し
て
悠
々
と
引
き
返
し
て
行
っ
た
。
自
分
の

守
備
隊
は
全
員
こ
れ
を
た
だ
茫
然
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。 

 

数
日
後
に
荒
井
大
尉
が
「
事
件
現
認
視
察
」
と
言
っ
て

一
個
分
隊
の
警
備
兵
を
従
え
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
高
台
か

ら
双
眼
鏡
で
ち
ょ
っ
と
眺
め
て
「
よ
く
焼
け
て
る
、
よ
し
」

と
言
っ
て
引
き
返
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
は
土
産
に
と
思
っ

て
「
魚
を
用
意
し
ま
す
」
と
言
っ
て
ハ
ル
ハ
河
（
松
花
江

の
上
流
）
の
淵
に
手
榴
弾
を
一
発
投
げ
込
ん
で
、
流
れ
る

魚
を
兵
隊
た
ち
に
採
ら
せ
ま
し
た
。
興
安
ま
ぐ
ろ
・
鯉
・

鮒
・
鯰
等
々
が
ブ
ク
ブ
ク
と
腹
を
上
に
し
て
流
れ
来
る
、

大
隊
長
は
大
満
悦
で
し
た
。 

  

数
日
後
に
原
隊
復
帰
命
令
を
受
領
し
ま
し
た
。
そ
し
て

前
線
で
の
垢
を
落
と
し
て
「
の
ん
び
り
」
し
て
い
ま
し
た
。 
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昭
和
二
十
年
七
月
二
十
四
日
、
荒
井
大
尉
よ
り
直
命
に

て
「
遼
陽
に
転
属
せ
よ
」
で
し
た
。
遼
陽
満
州
第
三
七
二

二
二
部
隊
（
新
設
部
隊
）
で
選
抜
で
優
秀
な
兵
隊
五
人
を

連
行
せ
よ
で
し
た
。
当
時
兵
器
は
南
方
戦
線
に
全
部
持
ち

出
さ
れ
て
い
た
た
め
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
兵
隊
も
三
八

式
歩
兵
銃
や
新
式
の
九
九
式
単
小
銃
は
二
人
で
一
銃
と
い

う
状
態
で
し
た
。
自
分
と
同
行
の
兵
に
は
全
員
三
八
銃
と

弾
薬
各
二
百
発
及
び
手
榴
弾
各
二
発
を
携
行
さ
せ
て
、
原

隊
を
後
に
遼
陽
を
目
指
し
て
鉄
路
を
南
下
し
ま
し
た
。
現

地
で
は
小
学
校
を
一
校
接
収
し
て
あ
り
、
新
任
部
隊
長
重

松
中
佐
に
着
任
挨
拶
の
申
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

重
松
部
隊
長
は
開
口
一
番
「
各
大
隊
長
は
じ
め
中
隊
長
、

そ
れ
ぞ
れ
の
付
属
将
校
は
数
多
く
い
る
が
、
貴
君
が
一
番

頼
れ
る
男
と
信
ず
る
。
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
自
分
も
南
満
州
方
面
の
こ
と
は
一
切
不
明
だ
っ
た
が
、

部
隊
長
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
頂
戴
し
た
こ
と
は
喜
び
て

余
り
あ
る
も
の
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
隊
本
部
は
部
隊
長
が
い
る
所
で
判
明
す
る
が
、

第
一
、
第
二
、
第
三
各
大
隊
が
ど
こ
に
い
る
か
、
各
中
隊

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
将
校
服
を
着
用
の
人
間

は
か
な
り
い
る
が
物
の
要
に
は
立
た
ぬ
と
、
部
隊
は
周
章

狼
狽
し
て
ま
し
た
。 

 

新
設
に
伴
う
兵
員
は
陸
続
と
し
て
到
着
し
ま
す
が
、
編

成
表
も
無
く
て
は
致
し
方
無
し
で
し
た
。
こ
の
こ
と
を
部

隊
長
に
進
言
す
る
と
、
言
下
に
「
貴
官
に
一
任
す
」
で
し

た
。
自
分
の
よ
う
な
下
士
官
に
全
権
を
任
か
す
部
隊
長
も

ど
う
い
う
こ
と
か
、
他
の
将
校
連
中
は
「
物
の
要
に
及
ば

ず
か
」
で
し
た
。 

  

偶
然
、
朝
鮮
龍
山
の
朝
鮮
鉄
道
に
い
た
時
の
朝
鮮
の
男

性
と
遭
遇
し
ま
し
た
。
一
切
情
報
な
し
、
現
段
階
で
は
、

彼
を
使
っ
て
情
況
を
把
握
し
た
い
と
思
っ
て
、
幾
許
か
の

金
子
を
渡
し
「
釜
山
へ
行
っ
て
来
て
く
れ
」
と
依
頼
し
ま

し
た
。
と
い
う
の
は
、
時
は
昭
和
二
十
年
八
月
で
す
。
部

隊
内
外
の
雰
囲
気
が
一
種
異
様
で
し
た
。
内
で
は
部
隊
長

以
下
全
将
校
は
物
情
騒
然
、
外
で
は
付
和
雷
同
と
い
う
有

様
で
し
た
。 

 
朝
鮮
の
男
性
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
「
釜
山
の
港
に
は
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一
隻
の
軍
船
、
御
用
船
も
無
く
、
憲
兵
隊
が
目
を
光
ら
せ

て
い
た
」
で
し
た
。
後
日
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
大
本

営
は
五
月
末
に
満
州
の
北
部
及
び
西
部
を
放
棄
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

同
年
八
月
八
日
、
部
隊
通
信
を
使
用
し
て
阿
爾
山
基
地

の
原
隊
へ
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。
現
在
、
西
方
ハ
ル
ハ
河

か
ら
戦
車
を
先
頭
に
し
て
砂
塵
を
巻
き
上
げ
雲
霞
の
ご
と

く
「
ソ
連
軍
」
進
撃
中
と
の
こ
と
で
す
。
即
、
自
分
は
部

隊
長
に
現
況
を
報
告
、
指
示
を
待
ち
ま
し
た
。
呆
然
自
失

と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
、
た
だ
無
言
で
「
う

む
」
で
し
た
。 

 

自
分
は
八
月
十
七
日
終
戦
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

満
鉄
沿
線
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
ま
し
た

が
ハ
ル
ピ
ン
・
新
京
（
長
春
）・
四
平
・
奉
天
・
遼
陽
と
ソ

連
部
隊
が
鉄
路
を
南
下
す
る
姿
を
「
じ
ー
っ
と
眺
め
、
見

送
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
関
東
州
大
連
の
関
東
軍

本
部
も
占
領
さ
れ
ま
し
た
。
聴
く
も
語
る
も
哀
れ
で
お
粗

末
な
限
り
で
し
た
。 

 

国
境
最
前
線
で
の
反
撃
も
火
力
の
相
違
で
対
応
出
来
得

ず
、
散
華
し
た
戦
友
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
の
み
で
す
。

名
門
関
東
軍
の
末
路
の
姿
で
し
た
。
ま
た
自
分
の
部
隊
も

い
か
に
新
設
部
隊
で
も
部
隊
長
以
下
各
将
校
団
は
今
日
ま

で
何
を
学
び
何
を
行
っ
て
来
た
の
か
、
自
分
の
よ
う
な
下

士
官
一
人
に
責
任
を
負
わ
せ
て
、
呆
然
自
失
た
だ
眺
め
て

い
る
だ
け
で
良
い
の
で
す
か
。
六
十
年
経
過
し
た
現
在
で

も
「
腹
立
た
し
い
」
と
思
い
ま
す
。 

  

古
く
は
石
原
莞
爾
、
板
垣
征
四
郎
等
の
計
画
で
「
五
族

協
和
」
満
州
・
漢
・
蒙
古
・
朝
鮮
・
日
本
と
理
想
の
大
東

亜
共
栄
圏
の
建
設
で
満
蒙
開
拓
の
た
め
日
本
全
国
か
ら
移

住
し
た
日
本
人
は
見
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
軍
人
も
究
極
の

辛
酸
を
、
い
や
と
い
う
程
味
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
上
で
彼

の
地
に
骨
を
埋
め
た
人
達
を
偲
ぶ
時
、
終
戦
時
の
「
ど
さ

く
さ
」
は
永
遠
に
語
り
伝
え
る
べ
き
だ
と
、
今
日
の
今
も

感
じ
て
い
ま
す
。 

  

昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
日
、
朝
ま
だ
き
に
「
博
多
だ
」

の
声
を
聴
き
ま
し
た
。
静
か
に
「
辰
春
丸
」
は
岸
壁
へ
横
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着
け
さ
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ
こ
が
日
本
だ
ろ
う
か
？ 

半
信
半
疑
で
し
た
。
人
間
信
義
が
い
か
に
大
事
か
痛
切
に

感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
港
の
傍
ら
で
老
人
が
「
沢
庵
」
を

売
っ
て
い
ま
し
た
。
「
こ
こ
は
日
本
で
す
か
」
と
問
う
と

「
そ
う
だ
、
博
多
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
や
れ
や
れ
初
め
て

安
堵
の
胸
を
撫
で
降
ろ
し
ま
し
た
。
郷
里
福
井
県
下
宇
坂

村
へ
帰
っ
た
の
は
四
月
十
三
日
頃
で
し
た
。 

 

私
が
在
満
当
時
に
、
す
で
に
兄
貴
が
応
召
で
妻
と
子
供

を
残
し
て
ビ
ル
マ
戦
線
に
出
征
し
、
名
誉
の
戦
死
の
広
報

が
来
て
い
ま
し
た
。
兄
の
墓
碑
が
建
立
さ
れ
、
仏
壇
に
は

霊
位
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
事
は
風
の
便
り
で
戦
死
し
た

と
知
り
、
兄
の
石
碑
の
隣
に
角
塔
婆
を
建
て
て
い
ま
し
た
。

当
時
全
国
で
生
き
て
い
た
英
霊
と
言
っ
て
各
戦
線
か
ら
復

員
し
て
、
家
庭
内
で
種
々
悲
惨
な
事
件
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

我
が
家
で
も
家
族
・
親
族
会
議
で
兄
嫁
と
子
供
の
こ
と
を

考
え
て
、
弟
の
三
男
と
兄
嫁
が
再
婚
し
て
、
家
督
相
続
す

る
こ
と
と
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
自
分
の
墓
標
を
抜

い
て
お
寺
に
納
め
ま
し
た
。 

 

数
日
後
に
警
察
官
が
日
本
人
二
世
の
通
訳
同
行
で
米
軍

将
校
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
を
連
れ
て
来
ま
し
た
。
田
舎
の
こ
と
で

す
。
ア
メ
リ
カ
人
が
ジ
ー
プ
で
来
た
と
大
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。
ソ
ビ
エ
ト
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
軍
人
の
第
一
号
復
員

者
と
い
う
こ
と
で
、
赤
い
教
育
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
か
、

現
在
の
精
神
状
態
や
い
か
に
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
三

時
間
程
度
の
談
話
の
後
帰
ら
れ
ま
し
た
。
が
警
察
に
は
要

注
意
人
物
で
赤
丸
が
付
き
、
以
来
数
年
の
間
は
よ
く
見
廻

り
に
来
ま
し
た
。 

 

私
は
冷
静
に
考
え
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
国
中
が
大
混

乱
し
て
い
ま
し
た
。
人
間
の
一
人
や
二
人
死
ぬ
も
生
き
る

も
我
関
せ
ず
で
し
た
。
ま
し
て
外
地
へ
出
征
し
て
部
隊
全

滅
だ
と
言
う
噂
が
流
れ
る
と
老
人
は
こ
れ
を
信
じ
た
の
で

す
。 

 

そ
れ
故
に
前
述
の
「
生
き
て
い
た
英
霊
」
の
言
葉
が
流

行
し
ま
し
た
。
私
も
同
様
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
状
態
で

し
た
。
万
一
長
兄
が
「
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
」
生
還
し
た
ら
大
変

だ
っ
た
と
思
う
。
平
和
な
現
代
人
は
想
像
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
戦
争
は
戦
場
だ
け
に
あ
ら
ず
。
そ
の
た
め
に
円

満
な
家
庭
が
悲
惨
の
極
に
至
っ
た
実
状
を
多
く
見
た
り
聴



321 

い
た
り
し
ま
す
。
人
の
運
命
を
根
底
か
ら
覆
す
こ
と
は
戦

争
の
掟
で
す
。 

 

私
も
八
十
余
歳
ま
で
生
き
延
び
ま
し
た
。
戦
争
の
生
証

人
と
し
て
二
度
と
戦
争
の
無
き
を
念
じ
、
子
孫
に
あ
の
同

じ
苦
し
み
を
味
あ
わ
せ
た
く
無
い
と
思
い
な
が
ら
、
散
華

さ
れ
た
沢
山
の
英
霊
が
泰
ら
か
に
眠
ら
れ
る
よ
う
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

関
特
演
下
番
・ 

 
 

沖
縄
宮
古
島
の
軍
務 

神
奈
川
県 

 

下 

村 

熊
之
助 

 
 

  

私
は
東
京
東
駒
形
に
、
両
親
の
元
に
姉
二
人
と
の
五
人

の
家
庭
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
出
生
時
の
産
声
が
弱
か
っ
た

た
め
、
強
く
な
れ
と
「
熊
之
助
」
と
命
名
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
親
爺
は
苦
労
人
で
よ
く
働
い
た
そ
う
で
す
。
昔

か
ら
言
う
江
戸
っ
子
気
質
で
宵
越
し
の
金
は
持
た
ね
え

「
チ
ャ
キ
チ
ャ
キ
」
の
隅
田
川
育
ち
の
男
で
し
た
。
こ
の

た
め
母
親
が
経
済
的
に
は
苦
労
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
の
頃
は
日
本
国
中
経
済
不
況
で
「
暗
黒
の
時
代
」
で

し
た
。
で
も
思
い
出
に
は
苦
は
な
く
楽
し
い
事
の
み
あ
り

ま
す
。
亀
戸
天
神
の
祭
礼
と
か
隅
田
川
の
花
火
な
ど
。
一

般
庶
民
と
し
て
は
、
政
治
と
か
軍
部
の
跋
扈
、
胎
動
と
か

に
は
致
し
方
な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

小
学
校
を
卒
業
し
て
高
等
科
二
学
年
を
修
了
し
ま
し
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
四
月
よ
り
、
東
京
貯
金
局
に
就




